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１．研究計画の概要 
 本研究は、「鷹狩り」という我が国伝来の
文化の実相解明を目指すべく、中世期に盛ん
に制作された鷹書類の調査と研究を進める
ものである。これまで人文学系の分野におい
て鷹書類に関する研究は、ほとんど進められ
てこなかった。そこで本研究では、まず、国
内においてまとまった数の鷹書類を所蔵し
ている宮内庁書陵部などの公的機関を中心
に、その存在が確認できる鷹書類を適宜マイ
クロフィルム化して複写を蒐集する。次いで
全国に点在する埋もれた鷹書類についても
発掘・調査を進め、新たに発見された鷹書と
して紹介してゆく。 
また、蒐集したテキストの複写や現物につ

いては、全て翻刻して書誌情報を整理し、デ
ータベース化して各書の特性が一覧できる
ように整理・分類する。そのために、研究代
表者の中本大と研究分担者の二本松泰子･山
本一･黒木祥子が発起人となっている「鷹書
研究会」でテキスト類の輪読を行い、本文の
解釈と各テキストの位相解明を目指して注
釈を付す作業を進めてゆく。ちなみに、その
成果の一環として日本文学の分野において
初となる鷹書の注釈書（伝承文学全注釈叢書
『立命館大学図書館西園寺文庫蔵鷹書類』、
三弥井書店、2012 年 3 月刊行予定）を公刊す
る予定である。 
  
２．研究の進捗状況 
 
 現段階において宮内庁書陵部に所蔵され
ている鷹書類のうち、約一〇〇冊以上の鷹書
類についてマイクロフィルム化し、その複写
を入手した。宮内庁書陵部で所蔵されている
テキストは、戦前の宮内省の方針により、そ

の大部分が諏訪流のテキストとなっている。
この諏訪流の鷹術とは、我が国の鷹狩りの主
流をなすものであるため、書陵部所蔵のテキ
ストについての詳細を調査することは、我が
国の放鷹文化の基幹を明らかにする重要な
手立てといえよう。現在、鷹書研究会で書陵
部蔵の各テキスト類を翻刻して注釈を付す
輪読作業を続けている。その成果の一環とし
ては、たとえば、諏訪流の代表的なテキスト
である『啓蒙集』の全文翻刻が公刊されてい
る（二本松泰子『中世鷹書の文化伝承』三弥
井書店、2011 年 2 月）。 
その他にも、国立公文書館に所蔵されてい
る鷹書類を約二〇冊、国立東京博物館に所蔵
されている鷹書類を約一〇冊、尊経閣文庫に
所蔵されている鷹書類を一冊、京都府長岡京
市調子家文書の鷹書一冊、京都府福知山市桐
村家伝書の鷹書二冊、天正一二年の奥書を有
する廣田宗経筆の「鷹書」五冊、あとは全国
の公立図書館や大学が所蔵している鷹書類
の複写もしくは現物を数一〇冊蒐集した。蒐
集したテキスト類はすべて翻刻し、書誌情報
を整理してデータベース化する準備を進め
ている。さらに調査対象を拡大して、韓国の
鷹書類についても注目し、ソウル大学校中央
図書館・ソウル大学校奎章閣・韓国国立中央
図書館に所蔵されている鷹書の複写を入手、
国内で蒐集したテキスト類との比較資料と
した。 
なお、以上で得た研究成果を、適宜、一般
にも広く還元すべく、2008 年～2010 年の毎
年 11月に鷹狩りと所縁深い地域において「放
鷹文化講演会」を開催している。 
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 本研究課題の当初研究目的の達成度は 
 ②おおむね順調に進んでいる。 
と判じられる。その理由は、上掲２．の項目
で述べたように、本研究最大の目的である国
内の鷹書類の蒐集について、ある程度の数が
到達できたことと、さらにそれらのテキスト
について書誌情報の整理や翻刻・注釈作業が
相応に進み、データベース化する基礎作業の
準備が充分に整ったことなどが挙げられる。
また、研究分担者の二本松泰子が、2011 年 2
月に上梓した『中世鷹書の文化伝承』は、鷹
書に関する初の専門書であり、本研究の作業
を経て得られた研究成果を総合的にまとめ
たものである。このような鷹書に関する学術
書が出版されたことも本研究が順調な成果
を挙げている証左といえるものであろう。 
 なお、本研究の成果を一般にも公表するべ
く、毎年開催している「放鷹文化講演会」で
は、「諏訪流保存会」による放鷹実演と併せ
て常に 400 人～1,000 人にのぼる数の市民が
参加し、地元のマスコミからも積極的に取り
上げられている。これもまた、本研究の到達
度が広く一般社会に認知される水準にまで
達しつつある一例と見なされるものであろ
う。 
 
４．今後の研究の推進方策 
 
 採択期間最終年度となる 2011年度もまた、
これまで同様、国内の鷹書類を調査・蒐集し、
データベース化に向けての情報整理を中心
に作業を進めてゆく。その基盤となる活動拠
点も、これまで通り鷹書研究会が主体となる
予定。具体的には、年 6回の開催を予定して
いる例会での輪読・研究発表と、年 2回の開
催を予定している放鷹文化講演会（本年度は
長野県東御市と愛知県豊橋市）を通して本研
究の成果を推進し、随時公表してゆく。 
 
５. 代表的な研究成果 
（研究代表者、研究分担者及び連携研究者に
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